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ごあいさつ
このたびはヤマハトーンジェネレーターMU5をお買いあげいただきまして、まことに
ありがとうございます。

MU5は、VHSビデオテープサイズのパッケージにヤマハ独自に開発した高品位な
AWM音源を収めたトーンジェネレーターです。シリアルインターフェース付きでし
かも乾電池動作なので、コンピューターとの接続も場所を選ばず簡単にご使用になれ
ます。また、ノートタイプのコンピューターと組み合わせて、屋外や移動中の車内で
も操作できます。

MU5の優れた機能を使いこなし、末永くご愛用いただくためにも、ご使用の前にこの
取扱説明書をよくお読みくださいますようお願いいたします。また、ご一読いただい
た後も不明な点が生じた場合に備えて、大切に保管していただきますようお願い申し
上げます。

● MacintoshはApple社の商標です。
● PC-9800シリーズは日本電気株式会社の商標です。
● IBM-PC/ATはインターナショナルビジネスマシーン社の登録商標です。
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ごあいさつ／MU5の特長

MU5の特長
● AWM音源の高品位なサウンド
プロ用シンセサイザーにも採用されているAWM音源は、生楽器の音をサンプリング
し、その波形をもとにヤマハ独自の技術で音づくりした音源です。MU5にはAWM音
源を駆使してプログラムされた128音色と8ドラムキットが内蔵されており、音作りの
知識がないという方でもリアルで表現力豊かな音色を自由に選び、演奏することがで
きます。

● GMシステムレベル1対応
MU5はGMシステムレベル1に対応した音源モジュールです。コンピューター用音楽
ソフトやGM曲集をはじめ、GM対応商品との接続で幅広くご使用になれます。

● シリアルインターフェース内蔵
MU5はMIDIシリアルインターフェース機能を内蔵しています。PC-9800シリーズ、
Macintoshシリーズ、IBM-PC/AT互換機などのコンピューターとシリアルケーブルで
接続していただくと、MU5を音源としてご使用になれるほか、MIDIインターフェー
スとしてもお使いいただけます。

● コンパクトなVHSビデオテープサイズ
MU5は、GM対応音源とMIDIシリアルインターフェースの機能をコンパクトなVHSビ
デオテープサイズにパッケージしました。机の上でも場所をとらず、ノートパソコン
と一緒に持ち運んでもかさばりません。

● 乾電池での使用が可能
MU5はGM対応音源としてははじめて乾電池使用を可能にしました。ノートパソコン
と組み合わせると、移動中の車内や屋外など、机以外の場所でもコンピューター
ミュージックが楽しめます。

● 鍵盤を備え、入力用キーボードとしても活用可能
MU5のフロントパネルにある2オクターブの鍵盤は、キーボードとしての使用が可能
です。オクターブを変更することで10オクターブの音域まで使用できます。和音の入
力もでき、音色確認やデータ入力用のキーボードとしてもご活用いただけます。
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使用上のご注意
MU5は精密機械です。いつまでもご使用いただくために、次の注意を守り、大切にお
取り扱いください。

設置場所について
次のような場所でご使用になりますと、故障などの原因となりますのでご
注意ください。
・窓際などの直射日光のあたる場所や、窓を閉め切った自動車内、暖房器
具のそばなど極端に暑い場所

・温度の特に低い場所
・湿気やホコリの多い場所
・振動の多い場所

お取り扱いについて
・スイッチや端子に、過度の圧力を加えることは避けてください。
・コード類をはずすときは、必ずプラグ部分を持って抜いてください。
・移動するときは、接続コードをはずした状態で行なってください。

外装のお手入れについて
お手入れは、乾いた布でカラぶきするか、汚れのひどいときは少し水で湿
らせた布でふいてください。アルコールやシンナー類は、絶対に使用しな
いでください。

電源について
電源は、単3電池もしくは別売ACアダプターをご使用ください。
単3電池でご使用になる場合には、電池が消耗しましたら（画面に“Err
Battery!”と表示されます）、すみやかにすべて新しい電池と交換してくだ
さい。
ACアダプターでご使用になる場合は、必ず別売りのPA-3又はPA-4を使用
してください。電圧や極性の違うACアダプターを使用しますと、故障の原
因となることがあります。
また、長時間ご使用にならないときは、ACアダプターは必ずコンセントか
らはずしてください。
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使用上のご注意

乾電池について
乾電池は、新しいものと古いもの、種類のちがうもの（たとえばマンガン
とアルカリ）やメーカーのちがうものを一緒に使わないでください。事故
や故障の原因となります。

他の電気機器への影響
MU5はデジタル回路を多く使用しているため、近くのテレビやラジオに雑
音などが生じることがあります。この場合は十分に距離を離してお使いく
ださい。

改造について
MU5を改造したり、内部を開けたりすることは、事故や故障につながりま
すので絶対におやめください。改造された後の保証はいたしかねます。

落雷に対する注意
落雷などの恐れがあるときは、早めにコンセントから電源プラグを抜いて
ください。

保証書の手続き
お買い求めいただきました際、購入店で必ず保証書の手続きを取ってくだ
さい。保証書に販売店印がありませんと、保証期間中でも修理の費用をい
ただく場合がありますので、充分ご注意ください。

保管
取扱説明書をお読みになった後は、保証書と共に大切に保管してくださ
い。

楽しい音楽も時と場所によってはたいへん気になるものです。
隣近所への配慮を充分にいたしましょう。
静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わ
りやすく、思わぬ所で迷惑をかけてしまうことがあります。
適度な音量を心がけ、窓を閉めたりヘッドフォンをご使用になるのも
ひとつの方法です。

ヘッドフォンをご使用になる場合には、耳をあまり刺激しないよう適
度な音量でお楽しみください。

●音楽を楽しむエチケット

これは電子機械工業会「音
のエチケット」キャンペー
ンのロゴマークです。

„ G ‘ P b g

DC
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■ フロントパネル

1. 各部の名称と機能

q ディスプレイ
パート番号、プログラム番号、ベロシティメーターを始め、さまざま
な情報を表示します。

w,.（パート）キー
パート番号を切り替えます。

e-=（バリュー）キー
プレイモードではプログラム番号を変えます。
データの設定では数値の増減や、設定のON/OFFに使用します。

GENERAL

PART PGM VOICE NAME#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 16151413

VOICE LIST
001–008
009–016
017–024
025–032
033–040
041–048
049–056
057–064

PART –1  VALUE  +1 MUTE EXIT

MSTR
TUNE

TRNS
POSE

MUTE
LOCK

VELO
CITY

LOCL
CTRL

DUMP
OUT

INIT
ALL VOL PAN MIDI

CH
NOTE
SHFT

PART
TUNE

BEND
RNGE

OCT
DOWN

OCT
UP 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

UTILITY PART EDIT ENTER

SELECT

C C

PIANO
TUNED PERC.
ORGAN
GUITAR
BASS
STRINGS
ENSEMBLE
BRASS

065–072
073–080
081–088
089–096
097–104
105 –112
113 –120
121 –128

REED
PIPE
SYNTH LEAD
SYNTH PAD
SYNTH EFFECTS
ETHNIC
PERCUSSIVE
SOUND EFFECTS

DRUM VOICE LIST
1 2 9
1 3 0
1 3 1
1 3 2
1 3 3
1 3 4
1 3 5
1 3 6

STANDARD
ROOM
ROCK
ELECTRONIC
ANALOG
JAZZ
BRUSH
CLASSIC

TONE GENERATOR

q w e r t

y u io!0
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1. 各部の名称と機能

1
rm（ミュート）キー
パートごとにミュートやソロの設定を行います。

te（エグジット）キー
パートエディットモードやユーティリティモードからプレイモードに
戻ります。

ydu（オクターブダウン）
（オクターブアップ）キー

鍵盤キーのオクターブを切り替えます。
また、dとuを同時に押しながら鍵盤キーを押すと、
セレクト機能として働きます。パートエディットモードやユーティリ
ティモードに入り各パラメーターが変更できます。

u鍵盤
通常の鍵盤と同様に機能します。接続したシーケンサーやコンピュー
ターの音符入力として利用することもできます。オクターブ変更も可
能です。

iテンキー
鍵盤の黒鍵（10ヶ）は、dキーとuキーを押しながら
操作することでテンキーとして働きます。
テンキーを使ったデータの入力方法は、｢2.MU5の基礎知識｣（→31
ページ）で説明しています。

oE（エンター）キー
dキーとuキーを押しながら操作することでE

キーとして働きます。テンキーで入力した数値を確定したり、コマン
ドを実行する際に使用します。

!0/（プラス/マイナス）キー
dキーとuキーを押しながら操作することで/キーと
して働きます。テンキーで入力した数値の「＋」、「－」を変更する
ときに使用します。
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1. 各部の名称と機能

1
■ サイドパネル

qVOLUME（ボリューム）コントロール
MU5のアウトプット／ヘッドフォンの音量を調節します。

wLINE OUT/PHONES（ラインアウト/ヘッドフォン）端子
ヘッドフォンやステレオやアンプ内蔵スピーカーを接続する端子で
す。ステレオミニジャックになっています。

q w

MIN VOLUME MAX LINE OUT/
PHONES
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2. 電源について／3. 接続について

13. 接続について
■ コンピューターとの接続

MU5をコンピューターからコントロールする場合、以下の2つの方法が
あります。

1. MU5のTO HOST端子を使った接続方法
2. MU5のMIDI端子を使った接続方法

1. MU5のTO HOST端子を使った接続方法

コンピューターのシリアルポート（RS-232C端子やRS-422端子）を
MU5のTO HOST端子に接続します。
この方法では、MU5をMIDIインターフェースとして使用できるため、
専用のMIDIインターフェースは不要です。ただし、コンピューターの
機種によっては、この接続方法が使えません。また、使用するソフト
ウェアがシリアルポートに対応していなければなりません。

● 接続方法
コンピューターのシリアルポート（RS-232C端子やRS-422端子）を、
専用のシリアルケーブルでMU5のTO HOST端子に接続します。

MIDI INOUT
HOST SELECT

TO HOSTMIDI PC-2 PC-1 Mac DC IN POWER
ON OFF

CCJ-MAC(別売)CCJ-PC2(別売)

CCJ-PC1(別売)

モデム
ポート

Macintoshシリーズ

RS-232C

IBM/PCシリーズ

RS-232C

PC9800シリーズ
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3. 接続について

1
● MIDI情報の流れ
コンピューターのシリアルポートとMU5のTO HOST端子を接続した場
合、MIDI情報の流れは下図のようになります。

・HOST SELECTスイッチがMIDI以外のとき、MIDI INで受けたMIDI
データでMU5が発音するためには、コンピューターのエコーバック
（HOST THRU）の設定をONにする必要があります。
ただしソフトによってエコーバックの設定ができないものもありま
す。お使いのソフトのマニュアルをご確認ください。
・MU5の鍵盤での演奏データは、MU5を発音するとともに（ローカル
ONの場合）、TO HOST端子を通ってコンピューターにも出力されま
す。そのため、MU5の鍵盤をコンピューターの入力用キーボードと
して使用することもできます。

TGシリーズ

シリアルポート
コンピューター

入力用キーボード

MIDI OUT

MIDI IN

TO HOST

MIDI OUT MIDI IN

MU5

音源部
鍵盤

エコーバックをONに
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3. 接続について

1
■ MIDI機器との接続

1. MIDIキーボードやシーケンサーとの接続

● 接続方法
MU5をMIDI音源（ヤマハSYシリーズやクラビノーバなどのMIDIキー
ボードや、QY20などのシーケンサーの）として使用する場合は、
MIDIケーブルを使って各機器のMIDI OUTとMU5のMIDI INを接続しま
す。MU5のリアパネルのHOSTSELECTスイッチを、[MIDI]に設定しま
す。

2. MDF2との接続

ヤマハMIDIデータファイラーMDF2を使えば、MU5内部の設定内容を
フロッピーディスクに保存することができます。

MU5の設定内容をMDF2に保存する場合

MU5の設定内容をMDF2に保存する場合は、MU5のMIDI OUTと
MDF2のMIDI INを接続します。MU5のリアパネルのHOST SELECT
スイッチを、[MIDI]に設定します。

MIDI INOUT
HOST SELECT

TO HOSTMIDI PC-2 PC-1 Mac DC IN POWER
ON OFF

HOST SELECT
MIDI PC-2 PC-1 Mac

MIDI OUT

MIDI IN

（MDF2）

（MIDIケーブル）

MIDI INOUT
HOST SELECT

TO HOSTMIDI PC-2 PC-1 Mac DC IN POWER
ON OFF

HOST SELECT
MIDI PC-2 PC-1 Mac

MIDI OUT
MIDI OUT

MIDI IN

（MIDIケーブル）

（MIDIキーボード） （シーケンサー）
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ヘッドフォンまたはオーディオとの接続

ヘッドフォンからMU5のサウンドをモニターしたい場合は、サイドパ
ネルのLINE OUT/PHONES端子にヘッドフォンを接続します。
また、オーディオ装置に接続する場合も、LINE OUT/PHONES端子に
接続します。この場合は、ステレオミニプラグ→RCAピンに変換する
ためのアダプターが必要です。

MU5の設定内容をMDF2から読み込む場合

MU5の設定内容をMDF2から読み込む場合は、MU5のMIDI INと
MDF2のMIDI OUTを接続します。MU5のリアパネルのHOST SE-
LECTスイッチを、[MIDI]に設定します。

MIDI INOUT
HOST SELECT

TO HOSTMIDI PC-2 PC-1 Mac DC IN POWER
ON OFF

HOST SELECT
MIDI PC-2 PC-1 Mac

MIDI OUT

MIDI IN

（MDF2）

（MIDIケーブル）

MIN VOLUME MAX LINE OUT/
PHONES
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3. 接続について／4. デモソングの演奏

14. デモソングの演奏
MU5には、AWM音源を活かしたデモソングが内蔵されています。この
デモソングを演奏してみましょう。

z プレイモード（電源を入れた時の状態）から、dキーと
uキーを押しながらEを押します。
デモソングの画面になります。

PART PGM VOICE NAME#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 16151413

OCT
DOWN

OCT
UP

SELECT

＋
ENTER

x dキーとuキーを押しながら、Eを押すと、
デモソングの演奏が始まります。

PART PGM VOICE NAME#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 16151413

OCT
DOWN

OCT
UP

SELECT

＋
ENTER



c eキーを押すと演奏が止まります。
デモソングは、eキーが押されるまで繰り返し演奏されます。
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EXIT

v デモソングの画面でeキーを押すと、プレイモードに戻りま
す。

PART PGM VOICE NAME#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 16151413

EXIT

b サイドパネルのボリュームで音量を調整します。
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ここでは、MU5の内部構成を説明します。
MU5は、内部的にAWM音源部と鍵盤の2つの部分で構成されていま
す。

■ AWM音源部
MU5の鍵盤情報や、外部のシーケンサーやコンピューターからのMIDI
情報を受けて、実際に音を鳴らす部分です。

● ボイスの種類
・GMシステムレベル1に対応した128のノーマルボイスと、8セットの
ドラムボイスを持っています。
・ノーマルボイスとは鍵盤で音階を付けて演奏することができる楽器
音のことです。
・ドラムボイスとは、鍵盤ごとにドラムやパーカッションの音が割り
当てられているドラムセットのことです。
MU5は、すべてのパートでドラムボイスを選択することができま
す。
パート10は、ドラム専用になっていてノーマルボイスは選択できま
せん。

● ポリフォニック数（同時発音数）
・ポリフォニック数は、すべてのパートを合計して28音です。

● マルチ音源としての機能
・MU5は内部に16パートを持っていて、各パートに異なったボイスを
設定して演奏することができます。
・パートごとのボリューム、パン、MIDIチャンネルなどの設定は、
パートエディットモードで行います。

1. MU5の仕組み
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1. MU5の仕組み

2

■ 鍵盤
MU5は、E2～E4にあたる2オクターブ分の鍵盤を持っています。
鍵盤はAWM音源部と接続されていて、選択されているパートの音を演
奏することができます。
鍵盤の演奏データは、MIDI OUT端子やTO HOST端子から出力される
ので、鍵盤をシーケンサーなどの入力用キーボードとして使うことも
できます。
鍵盤での演奏範囲はE2～E4だけでなく、d /uキーで
（10オクターブの範囲で）切り替えることができます。

■ 各部のつながり
AWM音源部、鍵盤は、内部的に次のように接続されています。MIDI
端子、TO HOST端子との関係も合わせて図示します。

● HOST SELECTスイッチがMIDIの場合

AWM音源部鍵盤

MIDI OUT MIDI IN TO HOST

OUT IN

ローカル
ON/OFFスイッチ

● HOST SELECTスイッチがMIDI以外の場合

MIDI OUT MIDI IN

ローカル
ON/OFFスイッチ

AWM音源部鍵盤

TO HOST

OUT IN
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MU5をはじめとするデジタル楽器では、多くの機能や操作を同じ種類
ごとにいくつかにまとめ、モードと呼んでいます。
MU5も全体の機能が3つのモードに分かれていて、モードによってディ
スプレイの表示や、キーの機能が異なります。

MU5には大きく分けて、次の3つのモードがあります。

● プレイモード
・パートごとのボイスを設定して、演奏するモードです。
・パートごとに、ミュートやソロを設定することもできます。

● パートエディットモード
・パートごとに、ボリューム、パン、MIDIチャンネルなどの設定を行
うモードです。
・演奏を聴きながら設定を変更することができます。

● ユーティリティモード
・マスターチューンやローカルコントロールなど、MU5全体のシステ
ムの設定を行うモードです。
・ダンプアウトやイニシャライズオールなどの操作もこのモードで行
います。

2. MU5のモード構成
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2. MU5のモード構成／3. MU5機能ツリー図

2

3. MU5機能ツリー図

プレイモード

パート番号  . . . . . . . . . . . . . . . 35ページ

プログラム番号とボイスネーム  . . 36ページ

ミュート、ソロ  . . . . . . . . . . . . 37ページ

パートエディットモード

ボリューム  . . . . . . . . . . . . . . . 41ページ

パン  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42ページ

MIDIチャンネル . . . . . . . . . . . . 42ページ

ノートシフト . . . . . . . . . . . . . . 43ページ

パートチューン  . . . . . . . . . . . . 43ページ

ピッチベンドレンジ  . . . . . . . . 44ページ

ユーティリティモード

マスターチューン  . . . . . . . . . . 47ページ

トランスポーズ  . . . . . . . . . . . . 48ページ

ミュートロック  . . . . . . . . . . . . 48ページ

ベロシティ  . . . . . . . . . . . . . . . 49ページ

ローカルコントロール  . . . . . . 49ページ

ダンプアウト . . . . . . . . . . . . . . 50ページ

イニシャライズオール  . . . . . . 51ページ
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ユーティリティの選択

・d キーとu キーを押しながら、M ～
iの鍵盤を押します。
・鍵盤に対応したユーティリティの設定画面が表示されます。

PART PGM VOICE NAME#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 16151413

OCT
DOWN

OCT
UP

SELECT

＋
MSTR
TUNE

TRNS
POSE

MUTE
LOCK

VELO
CITY

LOCL
CTRL

DUMP
OUT

INIT
ALL

UTILITY
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Unknown
 



プレイモード

1. パート番号  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35
2. プログラム番号とボイスネーム  . . . 36
3. ミュート、ソロ  . . . . . . . . . . . . . . . . 37
4. ベロシティメーター  . . . . . . . . . . . . 38
5. オクターブ表示  . . . . . . . . . . . . . . . . 38
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1. マスターチューン  . . . . . . . . . . . . . . 47
2. トランスポーズ  . . . . . . . . . . . . . . . . 48
3. ミュートロック  . . . . . . . . . . . . . . . . 48
4. ベロシティ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49
5. ローカルコントロール  . . . . . . . . . . 49
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1. 仕　様
● 音源方式

AWM音源

● 最大同時発音数
28音（パート10は最優先でその他は少ない番号順に優先）

● マルチティンバー
16パート

● プリセット音色数
128音色
8ドラムキット
（GMシステムレベル1規格準拠）

● インターフェース機能
別売ケーブルにてRS-232C、RS-422ポートと直接接続可能
MIDIシーケンサー、キーボードも接続可能

● 操作子
パート選択キー（PART←/→）
データエントリーキー（VALUE-1/+1）
ミュートキー（MUTE）
エグジットキー（EXIT）
オクターブ切り替えキー（OCT DOWN、OCT UP）
鍵盤（E2～E4）
ホスト切り替えスイッチ（HOST SELECT）
電源スイッチ（POWER）
ボリュームコントロール（VOLUME）

● ディスプレイ
カスタムLCD　54.5 mm×29.4 mm
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1. 仕　様

● 接続端子
LINE OUT/PHONES×1（ステレオミニ）
MIDI OUT
MIDI IN
TO HOST
DC IN

● 電　源
単3乾電池×6本（マンガン乾電池で約3時間、アルカリ乾電池で約9時
間の連続使用が可能）
またはACアダプター（別売PA-3又はPA-4）

● 外形寸法
188（W）×104（D）×33（H）mm

● 重量
340g（乾電池を除く）

● 付属品
単3乾電池×6
取扱説明書
保証書

● オプション
電源アダプター:PA-3
ケーブル（56ページ参照）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。
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2. ホストコンピューター
　との接続ケーブル配線図

システムペリフェラル→8ケーブル（YAMAHA CCJ-MACまたは同等品）

（通信レート：31,250bps）

Mac

（通信レート：38,400bps）

（通信レート：31,250bps）

8ピンミニDIN→D-SUB 25ピンケーブル（YAMAHA CCJ-PC1NFまたは同
等品）。お使いのPC-1タイプのコンピューターが9ピンのシリアルポートを
内蔵している場合は、PC-2タイプのケーブルをご使用ください。

PC-1

8ピンミニDIN→D-SUB 9ピンケーブル（YAMAHA CCJ-PC2または同等
品）

PC-2

2 (HSK i)1
1 (HSK 0)2
5 (RxD-)3

MINI DIN 
8-PIN

4 GND4
3 (TxD-)5
8 (RxD+)6
7 (GP i)7
6 (TxD+)8

MINI DIN 
8-PIN

MINI DIN 
8-PIN

D-SUB
25-PIN 

5 (CTS)1
4 (RTS)2
3 (RxD)3

4 7 (GND)
8

2 (TxD) 5

8 (CTS)1
7 (RST)2
2 (RxD)3

4 5 (GND)
8

3 (TxD) 5

MINI DIN 
8-PIN

D-SUB
9-PIN 
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2.ホストコンピューターとの接続ケーブル配線図／3. 故障かな？と思ったら

3. 故障かな？と思ったら
● 電源が入らない

・電源の準備はできていますか？
　乾電池かACアダプターをセットしてください。

→12, 13ページ参照
・乾電池の向きは合っていますか？

→12ページ参照
● 音が出ない

・再生装置に正しく接続されていますか？
→20ページ参照

・MU5のボリュームや、再生装置のボリュームは上がっていますか？
・MIDI IN端子やTO HOST端子に正しく接続されていますか？

→15, 18, 19ページ参照
・ホストセレクトスイッチを正しく選択していますか？

→16ページ参照
● あるパートの音が出ない

・そのパートがミュートの状態になっていませんか？
→37ページ参照

・そのパートにMIDIボリューム情報やエクスプレッション情報などを
送信していませんか？

● 音程やピッチがずれている
・ノートシフトやトランスポーズが設定されていませんか？

→43, 48ページ参照
● 音が途切れる

・MIDIデータが最大同時発音数を越えていませんか？
→54ページ参照

● ローカルオフにしても鍵盤の音がでる　
・コンピューター側よりエコーバックした音が鳴っていませんか？

→17, 49ページ参照
● エラーメッセージとその対応

・MU5がエラーになると以下のメッセージを表示します。それぞれの
チェック項目に従って処置してください。

→使用している乾電池が消耗しました。
処置については12ページを参照してく
ださい。

→一度にたくさんのMIDIデータが送られ
て来ました。もう一度量を減らして送
り直してください。

→受信時にデータエラーが生じました。
送信側を再チェックし送り直してくだ
さい。
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5. ドラムボイスリスト

23 B -1 Click L

24 C 0 Click H

25 C# 0 Brush Tap

26 D 0 O Brush Swirl L

27 D# 0 Brush Slap

28 E 0 O Brush Swirl H Reverse Cymbal

29 F 0 O Snare Roll

30 F# 0 Castanet Hi Q

31 G 0 Snare L SD Power M Snare M

32 G# 0 Sticks

33 A 0 Bass Drum L Bass Drum M Bass Drum H

34 A # 0 Open Rim Shot

35 B 0 Bass Drum M Bass Drum H BD Power

36 C 1 Bass Drum H BD Power BD Gate

37 C# 1 Side Stick

38 D 1 Snare M SD Rock SD Power L

39 D# 1 Hand Clap

40 E 1 Snare H SD Power Rim SD Power H

41 F 1 Floor Tom L Room Tom 1 Power Tom 1 E Tom 1

42 F# 1 1 Closed Hi Hat

43 G 1 Floor Tom H Room Tom 2 Power Tom 2 E Tom 2

44 G# 1 1 Pedal Hi-Hat

45 A 1 Low Tom Room Tom 3 Power Tom 3 E Tom 3

46 A # 1 1 Hi-Hat Open

47 B 1 Mid Tom L Room Tom 4 Power Tom 4 E Tom 4

48 C 2 Mid Tom H Room Tom 5 Power Tom 5 E Tom 5

49 C# 2 Crash Cymbal 1

50 D 2 High Tom Room Tom 6 Power Tom 6 E Tom 6

51 D# 2 Ride Cymbal 1

52 E 2 Chinese Cymbal

53 F 2 Ride Cymbal Cup

54 F# 2 Tambourine

55 G 2 Splash Cymbal

56 G# 2 Cowbell

57 A 2 Crash Cymbal 2

58 A # 2 Vibraslap

59 B 2 Ride Cymbal 2

Pgm# 1 9 17 25

Note# Note Key Off Alternate Standard Kit Room Kit Rock Kit Electronic Kit

 : Standard Kit に同じ
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5. ドラムボイスリスト

Reverse Cymbal

Hi Q

SD Power H Brush Slap L

Bass Drum M

BD Analog L

BD Analog H Gran Cassa

Analog Side Stick

Analog Snare L Brush Slap

Analog Snare H Brush Tap

Analog Tom 1 Jazz Tom 1 Brush Tom 1 Jazz Tom 1

Analog HH Closed 1

Analog Tom 2 Jazz Tom 2 Brush Tom 2 Jazz Tom 2

Analog HH Closed 2

Analog Tom 3 Jazz Tom 3 Brush Tom 3 Jazz Tom 3

Analog HH Open

Analog Tom 4 Jazz Tom 4 Brush Tom 4 Jazz Tom 4

Analog Tom 5 Jazz Tom 5 Brush Tom 5 Jazz Tom 5

Hand Cym.Open L

Analog Tom 6 Jazz Tom 6 Brush Tom 6 Jazz Tom 6

Hand Cym.Closed L

Hand Cym.Open H

Hand Cym.Closed H

26 33 41 49

Analog Kit Jazz Kit Brush Kit Classic Kit
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Pgm# 1 9 17 25

Note# Note Key Off Alternate Standard Kit Room Kit Rock Kit Electronic Kit

60 C 3 Bongo H

61 C# 3 Bongo L

62 D 3 Conga H Mute

63 D# 3 Conga H Open

64 E 3 Conga L

65 F 3 Timbale H

66 F# 3 Timbale L

67 G 3 High Agogo

68 G# 3 Low Agogo

69 A 3 Cabasa

70 A # 3 Maracas

71 B 3 O Samba Whistle H

72 C 4 O Samba Whistle L

73 C# 4 Guiro Short

74 D 4 O Guiro Long

75 D# 4 Claves

76 E 4 Wood Block H

77 F 4 Wood Block L

78 F# 4 Cuica Mute Scratch Push

79 G 4 Cuica Open Scratch Pull

80 G# 4 2 Triangle Mute

81 A 4 2 Triangle Open

82 A # 4 Shaker

83 B 4 Jingle Bell

84 C 4 Bell Tree

85 C# 4 Hi Q

 : Standard Kit に同じ
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5. ドラムボイスリスト

26 33 41 49

Analog Kit Jazz Kit Brush Kit Classic Kit

Analog Conga H

Analog Conga M

Analog Conga L

Scratch Push

Scratch Pull
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6. MIDIデータフォーマット
1. MIDI 受信／送信ブロック図

1.1 MIDI 送信条件

HOST IN < sel > MIDI

NOTE ON $9n

BANK SELECT MSB $Bn, $00

BANK SELECT LSB $Bn, $20

MAIN VOLUME $Bn, $07

PANPOT $Bn, $0A

PITCH BEND SENSITIVITY $Bn, $64, $00, $65, $00, $06, $mm

FINE TUNING $Bn, $64, $01, $65, $00, $06, $mm, $26, $11

COARSE TUNING $Bn, $64, $02, $65, $00, $06, $mm

PROGRAM CHANGE $Cn

Parameter change (System) $F0, $43, $1n, $44, $00, $00, $00

: : : :

Parameter change (Multi Part) $F0, $43, $1n, $44, $02, $00, $00

: : : :

$F0, $43, $1n, $44, $02, $0F, $09

System informaton $F0, $43, $1n, $44, $03, $00, $00

≠ MIDI
➤

sel = Host Select

n = MIDI channel

v = device number ($0 – $F)
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6. MIDIデータフォーマット

1.2 MIDI 受信条件

MIDI $FE ACTIVE SENSING

< Rxnm > $8n NOTE OFF

< Rxnm > $9n NOTE ON

$Bn, $00 BANK SELECT MSB

$Bn, $20 BANK SELECT LSB

$Bn, $01 MODULATION

$Bn, $06 DATA ENTRY MSB

$Bn, $26 DATA ENTRY LSB

$Bn, $07 MAIN VOLUME

$Bn, $0A PANPOT

$Bn, $0B EXPRESSION

$Bn, $40 HOLD 1

$Bn, $54 PORTAMENTO CONTROL

$Bn, $64, $00, $65, $00, $06, $mm PITCH BEND SENSITIVITY

$Bn, $64, $01, $65, $00, $06, $mm, $26, $11 FINE TUNING

$Bn, $64, $02, $65, $00, $06, $mm COARSE TUNING

$Bn, $64, $7F, $65, $7F RPN RESET

$Bn, $78, $00 ALL SOUND OFF

$Bn, $79, $00 RESET ALL CONTROLLERS

$Bn, $7B, $00 ALL NOTE OFF

$Bn, $7C, $00 OMNI OFF

$Bn, $7D, $00 OMNI ON

$Cn, PROGRAM CHANGE

$Dn, CHANNEL PRESSURE

$En, PITCH BENDER

$F0, $7F, $7F(or $xv), $04, $01 MIDI MASTER VOLUME

$F0, $7E, $7F(or $xv), $09, $01, $F7 GENERAL MIDI MODE ON

$F0, $43, $1n, $27, $30, $00, $00 MIDI MASTER TUNING

$F0, $43, $1n, $44, $00, $00, $00 Parameter change (System)

: : :

$02, $00, $00 Parameter change (Multi Part)

: : :

$02, $0F, $09

$00, $00, $0F All Parameters Reset

$F0, $43, $3n, $44, $00, $00, $00 Dump request (System)

: : :

$02, $00, $00 Dump request (Multi Part)

: : :

$02, $00, $00 Dump request (System Information)

: : :

$02, $0F, $09

➤

≠ off

≠ off

n = MIDI channel

Rxnm = Receive note message
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2. チャンネル　メッセージ

2.1  送信

2.1.1　ノート オン／オフ
送信ノート範囲　= E-2～E8
ベロシティ範囲= 0～127

2.1.2　コントロール チェンジ
下表のパラメータを送信する。

Control # Parameter Data Range

0 Bank Select MSB 0,127
32 Bank Select LSB 0
6 Data Entry MSB 0...127
38 Data Entry LSB 0...127
7 Main Volume 0...127
10 Pan 0...127
100 RPN LSB 0...127
101 RPN MSB 0...127

2.1.2.1  Bank Select
Control # Parameter Data Range

0 Bank Select MSB 0 : GMメロディ音色
127 : GMリズム音色

32 Bank Select LSB 0 : 固定

バンクセレクトMSBによりメロディー音色とリズム音色の切り替えを行う。
バンクセレクトLSBは常に0に固定とする。

2.1.2.2  Data Entry
Control # Parameter Data Range

6 Data Entry MSB 0...127

38 Data Entry LSB 0...127

2.1.4 RPNで指定パラメーターの値を設定するのに用いる。

2.1.2.3  Volume
Control # Parameter Data Range

7 Main Volume 0...127

2.1.2.4  Pan

Control # Parameter Data Range

10 Pan 0...127

0 で左、127 で右となる。

2.1.2.5  (RPN) LSB / MSB
Control # Parameter Data Range

100 RPN LSB 0...127

101 RPN MSB 0...127

2.1.4  参照
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6. MIDIデータフォーマット

2.1.3  チャンネルモードメッセージ
チャンネルモードメッセージは送信しない。

2.1.4  RPN（レジスタード・パラメーター・ナンバー）
まず RPN MSB と RPN LSB を与えて，制御するパラメーターを指定し，その後データ・エ
ントリーで指定パラメーターの値を設定する。
以下の RPN を送信することができる。

RPN Data Entry
MSB LSB MSB LSB

$00 $00 $mm -- ピッチ・ベンド・センシティビティ
mm : $00 ～ $18 (0～24 半音)
“--” : Not used
半音ステップで2オクターブまで指定可能
電源投入時は2半音

$00 $01 $mm $l l マスター・ファイン・チューニング
(mm,l l) : ($00,$00)～($40,$00)～($7F,$7F)
(-8192x100/8192)～0～(+8192x100/8192セント)

$00 $02 $mm -- マスター・コース・チューニング
mm : $28～$40～$58 (-24～0～+24半音)
“--” : Not used

2.2  受信
2.2.1  ノート オン／オフ

受信ノート範囲 = C-2 ～ G8
ベロシティ範囲 = 1 ～ 127 （velocity はノート オンのみ受信）

Rcv NOTE MESSAGE = OFF のときは受信しない。
またドラムパートでは、各インストゥルメントの設定によりノートオフを受信しない場合が
ある。

2.2.2  コントロール チェンジ
下表のパラメーターを MIDI によってコントロールできる。

Control # Parameter Data Range

0 Bank Select MSB 0...127
32 Bank Select LSB 0
1 Modulation 0...127
6 Data Entry MSB 0...127
38 Data Entry LSB 0...127
7 Main Volume 0...127
10 Pan 0...127
11 Expression 0...127
64 Hold 1 0...127
84 Portamento Control 0...127
100 RPN LSB 0...127
101 RPN MSB 0...127
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2.2.2.1  Bank Select
Control # Parameter Data Range

0 Bank Select MSB 0 : GMメロディ音色
1 ... 126 : 無発音
127 : GMリズム音色

32 Bank Select LSB 0 : 固定

プログラムチェンジを受信するまで、バンクセレクト の処理は保留される。
バンクセレクト MSBによりメロディ音色とリズム音色の切り替えができる。
バンクセレクト LSBは常に0に固定とする。

2.2.2.2  Modulation
Control # Parameter Data Range

1 Modulation 0...127

ビブラートの深さを表す。

2.2.2.3  Data Entry

Control # Parameter Data Range

6 Data Entry MSB 0...127
38 Data Entry LSB 0...127

2.2.7 RPNで指定パラメーターの値を設定するのに用いる。

2.2.2.4  Main Volume
Control # Parameter Data Range

7 Main Volume 0...127

2.2.2.5  Pan
Control # Parameter Data Range

10 Pan 0...127

0 で左、127 で右となる。

2.2.2.6  Expression
Control # Parameter Data Range

11 Expression 0...127

2.2.2.7  Hold1

Control # Parameter Data Range

64 Hold 1 0...127
(0-63:off, 64-127:on)
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2.2.2.8  Portament Control
Control # Parameter Data Range

84 Portamento Control 0...127

ポルタメントタイムは常に0とする。

2.2.2.9  (RPN) LSB / MSB

Control # Parameter Data Range

100 RPN LSB 0...127
101 RPN MSB 0...127

2.2.7  参照

2.2.3  プログラム チェンジ
プリセットボイスリスト参照。

2.2.4  ピッチ ベンド
ピッチベンドの受信は，14 bit 分解能 (-8192～+8191) で動作する。

2.2.5  チャンネル モード メッセージ
以下のチャンネルモードメッセージを受信する。

6. MIDIデータフォーマット

2nd byte 3rd byte

120 0 All Sound Off
121 0 Reset All Controllers
123 0 All Note Off
124 0 Omni Off
125 0 Omni On
126 0～127 Mono
127 0 Poly

2.2.5.1  All Sound Off

該当チャンネルの発音中の音をすべて消音する。ただし，ノート・オンやホールド・オンな
どのチャンネルメッセージの状態は保持している。

2.2.5.2  Reset All Controllers
以下のコントローラーの設定値が変化する。

コントローラー 設定値

ピッチ・ベンド・チェンジ ±0 (中央)
モジュレーション 0 (オフ)
エクスプレッション 127 (最大)
ホールド 1 0 (オフ)
RPN (番号未設定状態、内部データは変化しない)

以下の項目はリセットされない。
プログラムチェンジ、バンクセレクトMSB／LSB、ボリューム、パン、ピッチベンドセンシ
ティビティ、ファインチューニング、コースチューニング、ローカルコントロール
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2.2.5.3  All Note Off
該当チャンネルのオンしているノートをすべてオフする。ただし，ホールド１がオンの場合
は，それらがオフになるまで発音は終了しない。

2.2.5.4  Omni Off

オール・ノート・オフを受信した時と同じ処理を行なう。

2.2.5.5  Omni On
オール・ノート・オフを受信した時と同じ処理を行なう。Omni On にはならない。

2.2.5.6  Mono

オール・サウンド・オフを受信した時と同じ処理を行ない，3rd byte（モノ数）が 0 ～ 16 の
範囲内にあれば該当チャンネルを Mode4(m = 1) にする。
MIDIインプリメンテーションチャート参照。

2.2.5.7  Poly
オール・サウンド・オフを受信した時と同じ処理を行ない，該当チャンネルをMode3 にす
る。MIDIインプリメンテーションチャート参照。

2.2.7  RPN（レジスタード・パラメーター・ナンバー）
まず RPN MSB と RPN LSB の受信で制御するパラメーターが指定され，その後データ・エ
ントリーで指定パラメータの値が設定される。
以下の RPN を受信することができる。

RPN Data Entry
MSB  LSB MSB LSB

$00 $00 $mm -- ピッチ・ベンド・センシティビティ
mm : $00 ～ $18 (0～24 半音)
“--” : Not used
半音ステップで2オクターブまで指定可能
電源投入時は2半音

$00 $01 $mm $l l マスター・ファイン・チューニング
(mm,l l) : ($00,$00)～($40,$00)～($7F,$7F)
(-8192x100/8192)～0～(+8192x100/8192セント)

$00 $02 $mm -- マスター・コース・チューニング
mm : $28～$40～$58 (-24～0～+24半音)
“--” : Not used

$7F $7F $-- -- RPN ヌル
“--” : Not used
RPNおよびNRPN番号が指定されていない状態に
する内部の設定値は変化しない

RPNで設定されたバリューは、プログラムチェンジ等を受信してもリセットされない。
相対変化のパラメーターは、音色により、効果のある範囲が設定できる範囲より狭い場合が
ある。
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3. システム エクスクルーシブ メッセージ

3.1  パラメーター チェンジ

MU5は，以下の Parameter change を扱う。

［ユニバーサル リアルタイム メッセージ］
1) Master Volume

［ユニバーサル ノンリアルタイム メッセージ］
2) General MIDI Mode On

［YAMAHA GM エクスクルーシブ メッセージ］
3) MIDI Master Tuning

［MU5 ネイティブ］
4) System Data parameter change
5) Multi Part Data parameter change
6) All Parameters Reset
7) System Parameter
8) Multi parameter
9) All Parameters Reset

［TG100 ネイティブ］

3.2  ユニバーサル リアルタイム メッセージ
3.2.1  Master Volume

11110000 F0 = Exclusive status
01111111 7F = Universal Real Time
01111111 7F = ID of target device
00000100 04 = Sub-ID #1=Device Control Message
00000001 01 = Sub-ID #2=Master Volume
0sssssss SS* = Volume LSB

0 t t t t t t t TT = Volume MSB
11110111 F7 = End of exclusive

または，

11110000 F0 = Exclusive status
01111111 7F = Universal Real Time
0xxxnnnn XN = Device Number, xxx = Not used

00000100 04 = Sub-ID #1=Device Control Message
00000001 01 = Sub-ID #2=Master Volume
0sssssss SS* = Volume LSB
0 t t t t t t t TT = Volume MSB
11110111 F7 = End of exclusive

受信すると，Volume MSB がシステムパラメーターのマスターボリュームに反映する。

* SS* は 0sssssss の16進表現で TT も同様。

6. MIDIデータフォーマット
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3.3  ユニバーサル ノン・リアルタイム メッセージ
3.3.1  General MIDI Mode On

11110000 F0 = Exclusive status
01111110 7E = Universal Non-Real Time
01111111 7F = ID of target device

00001001 09 = Sub-ID #1=General MIDI Message
00000001 01 = Sub-ID #2=General MIDI On
11110111 F7 = End of exclusive

または，

11110000 F0 = Exclusive status
01111110 7E = Universal Non-Real Time

0xxxnnnn XN = Device Number, xxx = Not used
00001001 09 = Sub-ID #1=General MIDI Message
00000001 01 = Sub-ID #2=General MIDI On
11110111 F7 = End of exclusive

マスターチューニングを除くすべてのデータの設定値を初期化する。
ただし、システムパラメーターの MUTE LOCK = On のとき、マルチパートパラメーターの
Rcv NOTE MESSAGE の初期化は行わない。

このメッセージの実行には約50ms かかるため、次のメッセージとの間隔を注意すること。
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3.4  MU5ネイティブ パラメーターチェンジ
MU5 の Parameter change format は、以下のようになっている。

11110000 F0 = Exclusive status
01000011 43 = YAMAHA ID
0001nnnn 1N = Device Number

00101011 44 = MU5 Model ID
0aaaaaaa aaaaaaa = Start Address 1st byte
0aaaaaaa aaaaaaa = Start Address 2nd byte
0aaaaaaa aaaaaaa = Start Address 3rd byte
0ddddddd ddddddd = Data

¦ ¦

¦ ¦
0ccccccc ccccccc = Checksum
11110111 F7 = End of exclusive

送信側は，連続していないパラメーターに対し、１つのアドレス指定だけで連続して送信す
ることはできない。
例えば、システムパラメーターとマルチパートパラメーターは連続していないため、システ
ム、マルチパートと別個にヘッダを指定してパケットを区切らなければならない。
必然的に、以下のパラメーター間では、パケットを区切る必要がある。

・System
・Multi Part
・All Parameters Reset

チェックサムは、Start Address, Data, チェックサム自身を加算した値の下位 7bit がゼロにな
る値（補数）である。

受信したデータが各アドレス毎に設定された最大値（または最小値）よりも大きい（または
小さい）場合は最大値（または最小値）を受信したものと見なす。

3.4.1  System Data parameter change
付表＜ 1 - 1 ＞，＜ 1 - 2 ＞（77, 78ページ）参照。

3.4.2  Multi Part Data parameter change
付表＜ 1 - 1 ＞，＜ 1 - 3 ＞（77, 78ページ）参照。

3.4.3  System Information parameter change
Dump Request により，データ送信はするが，データ受信は無視される。
付表＜ 1 - 1 ＞，＜ 1 - 4 ＞（77, 79ページ）参照。

6. MIDIデータフォーマット
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3.4.4  All Parameters Reset
11110000 F0 = Exclusive status
01000011 43 = YAMAHA ID
0001nnnn 1N = Device Number
00101011 44 = MU5 Model ID
00000000 00 = Start Address 1st byte
00000000 00 = Start Address 2nd byte
01111111 7F = Start Address 3rd byte
00000000 00 = Data
00000001 01 = Checksum
11110111 F7 = End of exclusive

システムをリセットし，すべての内部パラメーターを工場出荷時の設定に初期化する。
このメッセージの実行には約120ms かかるため、次のメッセージとの間隔を注意すること。

3.5  TG100ネイティブ パラメーターチェンジ
MU5は一部のTG100ネイティブパラメータチェンジを受信する。

受信するパラメータは以下の通りである。
・システムパラメーターの一部

MASTER TUNE
TRANSPOSE
DEVICE NUMBER
MASTER VOLUME

・マルチパートパラメーターの一部
VOICE BANK
PC VALUE
RX.CHANNEL
MONO/POLY MODE
DETUNE
NOTE SHIFT
VOLUME
VELOCITY SENSE
PANPOT （8:voice は受信しない）
NOTE LIMIT LOW
NOTE LIMIT HIGH
LFO SPEED
LFO DEPTH
LFO DELAY （負の方向は無視）
EG. ATTACK RATE
EG. RELEASE RATE
PITCH BEND RANGE
MOD LFO PITCH DEPTH
CHANNEL AFTER TOUCH PITCH CONTROL

MASTER TUNE のみ受信した場合チェックサムの検出は行わない。
（Yamaha GM MASTER TUNE として使用される場合のため）

以下のパラメーターチェンジは受信しない。
・システムパラメーターの一部

EXCLUSIVE RECIEVE SWITCH
PROGRAM CHANGE RECIEVE SWITCH
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CONTROL CHANGE, VOLUME, EXPRESSION
SOUND MODULE MODE

・マルチパートパラメーターの一部
REVERB SEND DEPTH

・マルチパートパラメーターの全部
・ドラムセットアップパラメーターの全部
・ボイスメモリーの全部
・プログラムチェンジテーブルの全部

3.6ダンプリクエスト
MU5 は、以下の Dump Request を扱う。

[ MU5 NATIVE ]
1) System Data
2) Multi Part Data
3) System Information

[ TG100 NATIVE ]
1) System Data
2) Multi Part Data
3) Multi Common Parameter
4) Drum Setup Parameter
5) Voice Memory
6) Program Chnange Table
7) System Information

MU5 からの Dump Request 送信はしない。

MU5 ネイティブの Dump Request フォーマットは、以下のようになっている。

11110000 F0 = Exclusive status

01000011 43 = YAMAHA ID
0011nnnn 3n = Device Number
00101011 44 = MU5 Model ID
0aaaaaaa aaaaaaa = Start Address 1st byte
0aaaaaaa aaaaaaa = Start Address 2nd byte
0aaaaaaa aaaaaaa = Start Address 3rd byte

0sssssss sssssss = Byte Count bit 20～bit 14
0sssssss sssssss = Byte Count bit 13～bti7
0sssssss sssssss = Byte Count bit 6～bit 0
0ccccccc ccccccc = Checksum
11110111 F7 = End of exclusive

Dump request 受信アドレスが、Start Address に該当し、かつ、Dump Requestの Byte count が
過不足なく受信した場合、正しく処理される。
Start Address および Byte Count は、付表を参照すること。

１度に 513byte 以上送信しないこととする。よって，513byte 以上の Dump Request を受信し
た場合，適当に 512byte 以下のパケットに区切り，それぞれ適当な時間間隔（120ms 以上）
を取って送る。

6. MIDIデータフォーマット
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チェックサムは、Start Address,Byte Count, チェックサム自身を加算した値の下位 7bit がゼロ
になる値（補数）である。

Dump Request 送信側は、以下に示すパラメーター属性毎に header をつけて送信する必要が
ある。例えば、1つの Dump request header でシステムとマルチパートを一度にまとめて要求
してもMU5 は、システムパラメーターのみ返信する。

・System
・Multi Part
・All parameters reset
・System Information

3.6.1  System Data parameter change

付表＜ 1 - 1 ＞，＜ 1 - 2 ＞（77, 78ページ）参照。

3.6.2  Multi Part Data parameter change
付表＜ 1 - 1 ＞，＜ 1 - 3 ＞（77, 78ページ）参照。

3.6.3  System Information parameter change

Dump Request により，Data 送信はするが，Data 受信は無視される。
付表＜ 1 - 1 ＞，＜ 1 - 4 ＞（77, 79ページ）参照。

3.7  TG100 ダンプリクエスト
MU5 は一部の TG100 ダンプリクエストを受信する。

同じパラメータ範囲を持つパラメーターはそのまま送信する。

同じ機能を持つがパラメーター範囲の違う以下のパラメーターは、フォーマット変換して送
信する。

・システムパラメーターの一部
MASTER TUNE
TRANSPOSE
DEVICE NUMBER
MASTER VOLUME

・マルチパートパラメーターの一部
VOICE BANK
PC VALUE
RX.CHANNEL
MONO/POLY MODE
DETUNE
NOTE SHIFT
VOLUME
VELOCITY SENSE
PANPOT （フォーマット変換）
NOTE LIMIT LOW
NOTE LIMIT HIGH
LFO SPEED
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LFO DEPTH
LFO DELAY （フォーマット変換）
EG. ATTACK RATE
EG. RELEASE RATE
PITCH BEND RANGE
MOD LFO PITCH DEPTH
CHANNEL AFTER TOUCH PITCH CONTROL
SYSTEM INFORMATION

MU5 が持たない以下のパラメーターは固定値を送信する。

・システムパラメーターの一部
EXCLUSIVE RECIEVE SWITCH
PROGRAM CHANGE RECIEVE SWITCH
CONTROL CHANGE, VOLUME, EXPRESSION
SOUND MODULE MODE

・マルチパートパラメーターの一部
REVERB SEND DEPTH

・マルチコモンパラメーターの全部
・ドラムセットアップパラメーターの全部
・ボイスメモリーの全部
・プログラムチェンジテーブルの全部

4.ステータス FE（アクティブ　センシング）

a）送信
送信しない。

b)  受信

一度 FE を受信後、約300ms 以上 MIDI からの信号が来ない場合は ALL SOUND OFF、ALL
NOTE OFF、RESET ALL CONTROLLERS を受信したときと同じ処理をして、 FE を一度も
受信しない状態に戻る。

＜ 付表 1 - 1 ＞  Parameter  base  map

Parameter change

Start Address Description

00 00 00 System

00 00 7F All parameters reset

02 00 00 Multi Part 10
02 01 00 Multi Part 1
: :

02 09 00 Multi Part 9
02 0A 00 Multi Part 11
: :

02 0F 00 Multi Part 16

03 00 00 System Information

MIDI パラメーター付表

6. MIDIデータフォーマット
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Address Size Data Parameter Description Default value
(H) (H) (H) (H)

02 0n 00 01 00～7F PART MODE 0 : normal 00
(Part 10以外)

(BANK SELECT MSB) 1～126 : no sound 7F (Part 10)
127 : drum

02 0n 01 01 00～7F PROGRAM NUMBER 1～128 00
02 0n 02 01 00～10 RECEIVE CHANNEL 0～15 Part No.

16 : OFF
02 0n 03 01 00～01 RECEIVE NOTE MESSAGE 0 : OFF 01

1 : ON
02 0n 04 01 00～01 MONO/POLY MODE 0 : MONO 01

1 : POLY
02 0n 05 01 00～7F VOLUME 0～127 64
02 0n 06 01 00～7F PAN 0 : L64 40

1 : L63
:
64 : C (center)
:
127 : R63

02 0n 07 01 28～58 NOTE SHIFT -24～+24[semitones] 40
02 0n 08 01 00～7F NOTE LIMIT LOW C-2～G8 00
02 0n 09 01 00～7F NOTE LIMIT HIGH C-2～G8 7F
02 0n 0A 02 1C～E4 PART TUNE -100～+100[cents] 08 00
02 0n 0B* 1st bit 3～0→bit 7～4 (80)

2nd bit 3～0→bit 3～0
02 0n 0C 01 28～58 PITCH BEND RANGE -24～+24[semitones] 42
02 0n 0D 01 00～7F VELOCITY SENSE 0～15 08
02 0n 0E 01 39～47 EG ATTACK RATE -7～+7 40
02 0n 0F 01 39～47 EG RELEASE RATE -7～+7 40
02 0n 10 01 39～47 LFO SPEED -7～+7 40

Address Size Data Parameter Description Default value
(H) (H) (H) (H)

00 00 00 02 1C～E4 MASTER TUNE -100～+100[cents] 00 80
00 00 01* 1st bit 3～0→bit 7～4 (80)

2nd bit 3～0→bit 3～0
00 00 02 01 00～10 DEVICE NUMBER 0～15, 16 : all 10
00 00 03 01 00～7F MASTER VOLUME 0～127 7F
00 00 04 01 28～58 TRANSPOSE -24～+24[semitones] 40
00 00 05 01 00～01 MUTE LOCK 0 : off 00

1 : on
00 00 06 01 00～01 LOCAL CONTROL 0 : off 01

1 : on

TOTAL 07
SIZE

＜ 付表 1 - 2 ＞  MIDI Parameter Change table ( SYSTEM )

［注意］ *のついているアドレスは、スタートアドレスとして使用できない。

＜ 付表 1 - 3 ＞  MIDI Parameter Change table ( MULTI PART )
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Address Size Data Parameter Description Default value
(H) (H) (H) (H)

［注意］
･ n : block number ( 0 - F ) Part 1 n = 1

: :
Part 9 n = 9
Part 10 n = 0
Part 11 n = A
: :
Part 16 n = F

*のついているアドレスは、スタートアドレスとして使用できない。

02 0n 11 01 31～4F LFO DEPTH -15～+15 40
02 0n 12 01 00～7F LFO DELAY 0～127 00
02 0n 13 01 00～0F MOD LFO PITCH DEPTH 0～15 0F
02 0n 14 01 28～58 CHANNEL AFTER TOUCH PITCH CONTROL -24～+24 40
02 0n 15 01 00～18 CHANNEL AFTER TOUCH LFO PITCH DEPTH 0～15 00

TOTAL 16
SIZE

Address Size Data Parameter Description Default value
(H) (H) (H) (H)

03 00 00 10 23 STRING ASCII '#'
03 00 01# 30 STRING ASCII '0'
03 00 02# 31 STRING ASCII '1'
03 00 03# 38 STRING ASCII '8'
03 00 04# 35 STRING ASCII '5'
03 00 05# 20 STRING ASCII ' '
03 00 06# 20 STRING ASCII ' '
03 00 07# 56 STRING ASCII 'V'
03 00 08# 45 STRING ASCII 'E'
03 00 09# 52 STRING ASCII 'R'
03 00 0A# 3D STRING ASCII '='
03 00 0B# 31 STRING ASCII '1'
03 00 0C# 2E STRING ASCII '.'
03 00 0D# 30 STRING ASCII '0'
03 00 0E# 30 STRING ASCII '0'
03 00 0F# 20 STRING ASCII ' '

TOTAL 10
SIZE

＜ 付表 1 - 4 ＞  MIDI Parameter Change table ( SYSTEM INFORMATION)

［注意］ 先頭アドレスのみ、スタートアドレスとすることができる。

6. MIDIデータフォーマット
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8. 索　引
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サービスについて

本機の保証期間は、保証書によりご購入から１ヶ年です。
（現金、ローン、月賦などによる区別はございません。）ま
た保証は日本国内のみ有効です。

● 保証書
保証書をお受け取りのときは、お客さまのご住所、お名前、
お買い上げ月日、販売店名などを必ずご確認ください。無記
名の場合は無効になる場合がありますので、くれぐれもご注
意ください。

● 保証書は大切にしましょう！
保証書は弊社が、ご購入いただいたお客様にご購入の日から
向こう１ヶ年間の無償サービスをお約束申し上げるものです
が、万一紛失なさいますと保証期間中であっても実費を頂戴
させていただく場合があります。万一の場合に備えて、いつ
でもご提示いただけますよう充分ご配慮のうえで保管してく
ださい。また、保証期間が切れましてもお捨てにならないで
ください。後々のサービスに際しての機種の判別や、サービ
ス依頼店の確認など便利にご利用いただけます。

● 保証期間中のサービス
保証期間中に万一故障が発生した場合、お買い上げ店にご連
絡頂きますと、技術者が修理・調整いたします。この際必ず
保証書をご提示ください。保証書なき場合にはサービス料金
を頂く場合もあります。またお買い上げ店より遠方に移転さ
れる場合は、事前にお買い上げ店あるいは下記のヤマハ電気
音響製品サービス拠点にご連絡ください。移転先における
サービス担当店をご紹介申し上げますと同時に、引続き保証
期間中のサービスを責任をもって行なうよう手続き致しま
す。

● 保証期間後のサービス
満１ヶ年の保証期間を過ぎますとサービスは有料となります
が、引き続き責任をもってサービスをさせていただきます。
なお、補修用性能部品の保有期間は製造打切り後最低８年と
なっています。（性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品のことです。）
そのほかご不明の点などございましたら、下記のヤマハ電気
音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

北海道サービスセンター 〒064 札幌市中央区南10条西1丁目 1-50 ヤマハセンター内 TEL (011) 513-5036
仙台サービスセンター 〒983 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F TEL (022) 236-0249
首都圏サービスセンター 〒211 川崎市中原区木月1184 TEL (044) 434-3100
東京サービスステーション* 〒108 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-6625

浜松サービスセンター 〒435 浜松市上西町911 ヤマハ(株)宮竹工場内 TEL (053) 465-6711
名古屋サービスセンター 〒454 名古屋市中川区玉川町2-1-2 ヤマハ(株)名古屋流通センター3F TEL (052) 652-2230
大阪サービスセンター 〒565 吹田市新芦屋下1-16 ヤマハ(株)千里丘センター内 TEL (06) 877-5262
四国サービスステーション 〒760 高松市丸亀町8-7 ヤマハ(株)高松店内 TEL (0878) 22-3045
広島サービスセンター 〒731-01 広島市安佐南区西原6-14-14 TEL (082) 874-3787
九州サービスセンター 〒812 福岡市博多区博多駅前2-11-4 TEL (092) 472-2134

[本社]
カスタマーサービス部 〒435 浜松市上西町911 ヤマハ(株)宮竹工場内 TEL (053) 465-1158

北海道支店 第二営業課 〒064 札幌市中央区南10条西1丁目 1-50 ヤマハセンター内 TEL (011)  512-6113
仙  台  支  店 第二営業課 〒980 仙台市青葉区大町2-2-10 TEL (022) 222-6147
東  京  支  店 第二営業部 〒108 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-5471
関  東  支  店 第二営業課 〒108 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-1688
名古屋支店 第二営業課 〒460 名古屋市中区錦1-18-28 TEL (052) 201-5199
大  阪  支  店 第二営業課 〒542 大阪市中央区南船場3-12-9 心斎橋プラザビル東館 TEL (06) 252-5231
広  島  支  店 第二営業課 〒730 広島市中区紙屋町1-1-18 ヤマハビル TEL (082) 244-3749
九  州  支  店 第二営業課 〒812 福岡市博多区博多駅前2-11-4 TEL (092) 472-2130

電子楽器営業部
デジタルCBX営業課 〒430 浜松市中沢町10-1 TEL (053) 460-2432

● 所在地・電話番号などは変更されることがあります。

ヤマハ電気音響製品サービス拠点　（修理受付および修理品お持込み窓口）

デジタル楽器に関するお問い合わせ窓口

（* 修理品お持込み窓口）
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ユーザーサポートサービスのご案内

このたびは、ヤマハMU5をお買い求めいただきましてありがとうございます。
ヤマハデジタル商品は、常に新技術・高機能を搭載し技術革新を進める一方、お使いになる方々
の負担と煩わしさを軽減できるような商品づくりを進めております。また取扱説明書の記載内
容も、よりわかりやすく使いやすいものにするため、研究・改善いたしております。
しかし、一部の高機能デジタル商品では、取扱説明書だけでは説明しきれないほどの色々な知
識や経験を必要としてしまうものがあります。
実際の操作に関して、基本項目は取扱説明書に解説いたしておりますが、「記載内容が理解で
きない。」「手順通りに動作しない。」「記載が見つからない。」といったさまざまな問題が
起る場合があります。
そのようなお客様への一助となるよう弊社では、デジタルインフォメーションセンターを開設
いたしております。
お気軽にご利用いただきますようご案内いたします。

■デジタルインフォメーションセンターについて
ヤマハデジタルインフォメーションセンターでは、デジタル楽器の使用方法やトラブルなどに
ついて、電話による質問をお受けいたします。
お問い合わせの際には、｢製品名｣、｢製造番号｣、｢ご住所｣、｢お名前｣、｢電話番号｣を必ずお知
らせください。

ヤマハ デジタル インフォメーションセンター

◆ TEL 053-460-1666
◆ 受付日 月曜日～金曜日（祝日および当社の休業日を除く）
◆ 受付時間 ９：００～１２：００／１３：００～１７：００
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